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１．研究計画の概要
「見る」行為は社会的にどのように構成さ

れるのかの「視覚の社会的構成」と、「見る」
行為が人や社会をどのように構成するのか
の「社会の視覚的構成」という、相互に補完
し合う二つの分析視点に立ち研究計画を進
めている。「リアルな世界」を見る視覚行為
の参与観察と「ヴァーチャルな世界」の調査
を行い、見ることが社会的にどのように作り
出されてゆくのかともに、見ることにより自
己および社会がどのように作られてゆくの
かの問題も取り上げる。

今年度は、視覚のあり方と「自己の構成」
との関係を「器官なき身体」の概念と関連づ
け「身振り」を見ることの意義について考察
を行った。この考察はリアルな世界を見る眼
差し、とりわけ、ものを見ることに特化した
観光の調査をもかねておこなった。

われわれの視覚に対して、身振りが顕著な
意味をなすのは「演劇」の世界においてであ
るといえ、演劇での身振りを考察することで
日常生活での身振りを捉えることにした。こ
の演劇における身振りの視覚的な内容を把
握するために、リアルな世界に対する典型的
な視覚のあり方を示す観光の分析をも兼ね
て、インドネシア、バリ島の舞踊「レゴン・
クラトン」およびパリ、ムーラン・ルージュ
での「フレンチ・カンカン」の調査を実行し
た。これらの考察を通じて、まず、視覚とは
「いまここ」を越え、現在という時空を超越
する機能、あるいは、いまここを「代補」す
る役割を果たしていることを指摘した。次い
で、アントナン・アルトー、ゲオルグ・ジン
メル、ワルター・ベンヤミン、ロラン・バル
トらの演劇論を検討し、演劇における科白と

身体とを比較しながら、言葉の修辞から「身
体の修辞」への移行を論じ、身体の修辞とし
ての身振りを「反復」することの意義を明確
にした。劇であれ日常であれ、身振りの反復
や引用、あるいはそのアクセントやプロミネ
ンスが身体並びに主体のその時その場の意
味づけを行い、これに対する生き生きとした
実際の視覚それ自体を作り出すことになる。

しかも、この反復とは同じ事柄の繰り返し、
同一性の生成に留まることではなく、多様な
「変様」を意味している。同一でありながら
も異体を形成するこの実体は「器官なき身体」
として規定することができ、視覚に訴える身
振りとは、この器官なき身体の端的な事例で
あるといえ、この概念のもとで身振りを見る
ことを捉え、リアルなものとして眺められる
観光文化の意義、変様と情念/主体との関連
についての検討をおこなった。

２．研究の進捗状況
リアルな世界を見る視覚に関してはかな

りのデータを得ることができた。リアルな
世界への視覚のあり方を検討しながら、
徐々に、ヴァーチャルな世界を見ることに
目を転じ、リアルとヴァーチャルとが界を
なし「インターフェイス」を構成すること
で、ヴァーチャルな世界を見ることが、リ
アルな世界を見ることにどのような影響を
与えることになるのかの考察に入る。前年
度および前々年度に調査を行ってきたリア
ルな世界を見ることから、HP、ブログ、SNS、
Facebook、YouTube、などに掲載された画
像・動画、あるいは、iPhon や iPad、Galaxy
Tab といったスクリーンを見ることの検討
を続けながら、両者が競合することによる
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視覚上の感覚や認識の変化を捉える。
この検討に際しては、G. ドゥルーズが展

開している先に示した「変様」という概念を
念頭に置き、ヴァーチャルな世界やそこでの
表象を見ることによって引き起こされる「可
視的内省性」、自己の「視覚的再認」、体験の
「可視的意味づけ」、「見られる事象の体内
化」、また、ヴァーチャルな世界とリアルな
世界とがインターフェイスにおいて、それぞ
れお互いを眺め表象ながら自らを視覚的に
構成する「観相学的構成」の概念、および、
ヴァーチャルな世界を見ることから生ずる
「リアリティ退色」や「リアリティ延着」、
あるいは、現前し見られている表象そのもの
にしか意味を見いだせない「超表象」におけ
る視覚の「現前完結」、仮説として今のとこ
ろ立てている。これら仮説を考慮に入れなが
ら、リアルな世界の視覚に対するヴァーチャ
ルな世界を見ることの意味と影響、視覚と触
覚などその他の感覚との関係を、実証的な調
査の裏付けを得ながら明らかにして行くと
ともに、新たな概念の理論化をはかる。

３．現在までの達成度
② リアルな世界に対する視覚の特徴をさま
ざまな観点から検討を加えることができた。
ほぼ当初の目的を達成しつつあり、その研究
成果の一部を下記の論文で示した。

４．今後の研究の推進方策
最終年度は、リアルな世界を見る視覚と

ヴァーチャルな世界を見る視覚とが、交叉
し絡み合うことによる「自己」の存在や「精
神」のあり方、「社会」との関係を、「真正
な自己」の姿と比較検討し、これらの世界
に対する「視覚の意義」を総合的に解明し
て行く。この場合、ヴァーチャルな世界に
アップされている画像や映像など、見るこ
とのできる存在は、すべて、「ヴァーチャル
化された精神」であるという仮定から考察
を行う。ヴァーチャル化された精神は、可
視的に開示されたものであるという意味で、
「露出した精神」であり、この限りで、そ
れはコントロールしやすく、またされやす
い側面をもっている。しかしまた、この精
神は、お互いにとって、今ここの自己とは
異なる「他性」であり、リアルな世界にお
いて「他性」を見ることにより得られる「真
正な自己」と関係することにもなる。この
ように、ヴァーチャル化された精神を相互
に示し見ることが、どのような社会的な意
味をもつことになるのかを考察する。
インターフェイスを介したヴァーチャル

な世界を通じて手軽に「他性」に接しこれを
見ることが常態化した現在、実際にリアルな
世界のなかで他性を求め見ることの意義、こ
のことと真正な自己の存在との関係を今回

の研究を通して考え直し、今までの研究を継
続的に展開し分析を完成させるが、視覚とそ
の他の感覚との関係もまた視野に入れ「主体」
の構成の問題を検討してゆきたい。

５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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